
　
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
の
外
出
自

粛
要
請
で
歴
史
の
研
究
も
ま
ま
な
ら
な

い
。
資
料
を
読
み
に
図
書
館
に
出
向
く
、

史
跡
の
写
真
を
撮
り
に
行
く
、
仲
間
で

集
ま
っ
て
研
究
を
発
表
し
情
報
交
換
を

す
る
。
当
た
り
前
に
行
な
っ
て
い
た
こ

と
が
で
き
ず
、
も
う
一
年
近
く
不
自
由

さ
が
続
い
て
い
る
。

　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
も
な
ん
と
か
や
っ
て

い
け
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
の

お
か
げ
で
あ
る
。
家
に
い
な
が
ら
に
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
本
や
資
料
を
閲
覧
で
き
る
。

た
と
え
ば
杉
田
玄
白・
前
野
良
沢
の『
解

体
新
書
』。
原
本
は
言
う
ま
で
も
な
く
貴

重
書
で
、簡
単
に
手
に
取
る
わ
け
に
い
か

な
い
の
は
当
然
だ
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
東
京
大
学
医
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
史

料
室・古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
画
像（
カ

ラ
ー
）を
公
開
し
て
い
る
。『
解
体
新
書
』は

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー・
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
解
剖
学
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
も
入
っ
て
い
て
、
元
に
な
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
書『
タ
ー
ヘ
ル・ア
ナ
ト

ミ
ア
』も
合
わ
せ
て
閲
覧
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
他
の
国
公
私
立
大
学
で
も
貴
重
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、画
像
で
公
開
し
て

い
る
の
で
、紙
質
の
手
触
り
感
を
求
め
な

い
限
り
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で

事
足
り
る
。

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
２
０
２
０
年
11
月
現
在
で
図

書
97
万
点
、
雑
誌
１
３
４
万
点
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
て
い
て
、
内
、
そ
れ
ぞ
れ

35
万
点
、
１
万
点
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
の

文
献
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
自
由
に
閲

覧
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
で
原
本
の
劣
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
し
、
災
害
な
ど
で
原

本
が
失
わ
れ
て
も
情
報
は
残
る
。
私
た

ち
に
と
っ
て
は
い
ち
い
ち
東
京
に
行
か

な
く
て
も
、
ま
た
図
書
館
の
開
館
時
間

に
も
縛
ら
れ
ず
に
閲
覧
で
き
る
と
い

う
便
宜
が
あ
る
。
閲
覧
す
る
際
に
窓
口

で
必
要
な
本
や
資
料
を
提
示
す
る
の
も
、

実
際
に
は
手
間
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
問
題
に
な
る
の
は

検
索
ワ
ー
ド
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
検

索
を
繰
り
返
し
て
予
想
も
し
な
か
っ
た

資
料
に
出
会
う
こ
と
に
も
な
る
。

　
前
回
ま
で
紹
介
し
た『
糟
屋
郡
志
』

も
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
同
じ
く
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら『
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
』と『
学
校
経

営
の
実
際
』を
紹
介
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
後
者
は
表
題
か
ら
は
糟
屋
郡

と
関
係
が
あ
り
そ
う
に
な
い
が
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
か
と
不

思
議
に
思
う
ぐ
ら
い
の
内
容
で
あ
る
。

　
藤
卯
一
郎
著『
学
校
経
営
の
実
際
』は

大
正
14（
１
９
２
５
）年
12
月
31
日
発
行
。

大
晦
日
の
発
行
に
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、

１
日
遅
ら
せ
て
元
日
発
行
に
し
て
も
よ

さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
大
晦

日
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
付
に
あ
る
著
作
兼
発
行
者
は
藤

卯
一
郎
で
、住
所
は
篠
栗
村
大
字
篠
栗
。

印
刷
所
が
福
岡
市
橋
口
町
の
秀
巧
社
、

発
売
は
福
岡
市
書
店（
中
島
勉
強
堂
、森

岡
博
文
社
、積
文
館
、金
文
堂
福
岡
支
店
、

村
上
誠
貫
堂
）。
糟
屋
郡
の
人
が
自
分
で

発
行
し
た
も
の（
私
家
版
）で
す
。

　
内
容
は
文
字
ど
お
り
学
校
運
営
の
実

務
を
網
羅
し
た
も
の
で
、
言
わ
ば
教
師

の
た
め
の
手
引
き
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

で
す
。
た
と
え
ば
欠
勤
届
の
ひ
な
形
を

上
げ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
、
学
校
で

必
要
な
書
類
は
す
べ
て
ひ
な
形
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
、
手
元
に
置
い
て
参

照
す
れ
ば
便
利
こ
の
上
な
い
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
そ
の〝
実
際
〟が
す
べ
て
篠

栗
の
小
学
校
の
事
例
で
す
。
ど
れ
だ
け

の
読
者
が
期
待
で
き
た
の
か
、
極
端
に

言
う
と
地
元
以
外
に
は
需
要
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
に
な
る
ぐ

ら
い
で
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
で
逆
に

言
う
と
、
一
つ
の
小
学
校
で
必
要
と
さ

れ
た
情
報
の
す
べ
て
が
パ
ッ
ク
さ
れ
て

い
て
、
当
時
の
学
校
生
活
を
知
る
上
で

こ
ん
な
に
役
立
つ
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
遠
足
会
及
修
学
旅
行
規
程
」を
の
ぞ

い
て
み
ま
し
ょ
う
。遠
足
は
二
種
類
あ
っ

て
、甲
種
は
学
校
行
事
、乙
種
は
学
級
行

事
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

第
一
条
　 

遠
足
会
ハ
甲
乙
二
種
ニ

分
チ
テ
之
ヲ
行
フ

第
二
条
　 

甲
種
ハ
各
学
期
一
回
、全

194

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

昭
和
11
年
の『
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
』と
大
正
14
年
の

『
学
校
経
営
の
実
際
』（
１
）
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校
児
童
同
時
ニ
、（
学
年

ニ
応
ジ
テ
行
先
距
離
相

違
）行
フ
コ
ト
ヲ
本
体
ト

シ
、時
宜
ニ
ヨ
リ
分
離
シ

テ
行
フ
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

乙
種
遠
足
会
ハ
、各
学
級

ニ
テ
行
フ
コ
ト
ト
シ
、時

宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
合
同
シ

テ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ル
モ

ノ
ト
ス
。

第
三
条
　 

遠
足
ノ
場
所
ハ
大
要
左

ノ
場
所
ヲ
指
定
ス

（
一
）一
、二
学
年
ニ
適
ス
ル
区
域

（
行
程
二
里
乃な
い
し至
二
里
半
）

１  

山
王
、
荒
田
、
天
狗
岩
、
御
田
原
、

田
ノ
浦

２  

観
音
坂
、陣
ヶ
田
尾
、五
塔
ノ
瀧
、

鳴
渕

３  

小
浦
、
大
久
保
、
郷
ノ
原
、
二
瀬

川
、城
戸

４  

新
吉
野
、往
復

５  

中
ノ
河
内
、
田
ノ
浦
、
建
岩
、
桐

ノ
木
谷
、新
吉
野

６  

若
杉
楽
園
、往
復

　
小
学
校
一
、二
年
の
遠
足
候
補
地
は
６

コ
ー
ス
あ
り
、
コ
ー
ス
ご
と
に
行
き
と

戻
り
の
道
筋
が
指
定
さ
れ
て
い
て
、
往

復
と
あ
る
場
合
は
来
た
道
を
戻
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
３
、４

年
に
な
る
と
宇
美
八
幡
宮
往
復
、
箱
崎

八
幡
宮
往
復
、
香
椎
宮
往
復
を
含
む
６

コ
ー
ス（
行
程
は
３
里
～
５
里
）、
５
、６

年
で
は
１
が
宇
美
、
乙
金
、
太
宰
府
、
只

越
な
の
で
、
篠
栗
か
ら
須
恵・
宇
美・
大

野
城
を
経
て
太
宰
府
へ
、
そ
こ
か
ら
宇

美・須
恵
を
経
て
篠
栗
に
戻
る
こ
と
に
な

り
ま
す（
行
程
は
５
里
～
８
里
）。
こ
れ

は
相
当
に
体
力
を
要
し
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
高
等
科（
今
の
中
学
１
、２
年
）

に
な
る
と
行
程
８
里
～
10
里
の
３
コ
ー

ス
で
、

１  

久
原
、
犬
鳴
、
脇
田
、
縁
山
、
萩

尾
又
ハ
山
田
、青
柳
、立
花

２  

荒
田
、
砥
石
山
、
三
郡
山
、
障
子

岳
、須
恵

３ 

飯
塚
、天
道
、大
分

と
な
っ
て
、
２
は
三
郡
縦
走
の
コ
ー
ス

が
含
ま
れ
ま
す
。
高
等
科
は
１
里
４
キ

ロ
と
し
て
最
大
40
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
昭
和
期
に
入
っ
て
も
実
施
さ

れ
て
い
た
と
す
る
と
、
今
で
も
記
憶
し

て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。『
学

校
経
営
の
実
際
』は
、戦
前
の
小
学
校
の

生
活
が
ど
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
か
が
克

明
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
現
代
か
ら
み

て
貴
重
な
内
容
と
言
え
ま
す
。

　
著
者
藤
卯
一
郎
と
は
ど
ん
な
人
な
の

か
。
そ
の
問
い
に
答
え
て
く
れ
る
の
が

『
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
』で
す
。

��

『
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
』は
藤
和
一
郎
著
、

昭
和
11（
１
９
３
６
）年
１
月
25
日
、
福

岡
朝
日
新
聞
社
発
行
。
印
刷
は
福
岡
市

材
木
町
の
菖
蒲
印
刷
所
。
藤
卯
一
郎
と

藤
和
一
郎
。
ど
ち
ら
も「
と
う
」と
読
む

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
福
岡
朝
日

新
聞
は
現
在
の
朝
日
新
聞（
当
時
は
東
京

朝
日
新
聞
、大
阪
朝
日
新
聞
）と
は
全
く

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
著
者
と
福
岡
朝
日
新
聞
社
は
同
じ
住

所
で
糟
屋
郡
大
川
村
大
字
内
橋（
現・
粕

屋
町
）で
す
。
今
と
な
っ
て
は
福
岡
朝
日

新
聞
社
の
事
績
を
知
る
由
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
銘
鑑
は
同
新
聞
社
の
創
刊

15
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
出
版
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
著
者
の「
編
纂
に
際
し
て
」に
は
、

「
本
紙
創
刊
以
来
日
刊
新
聞
と
し
て
経
営

す
る
事
約
十
ヶ
年
」と
あ
り
、

「
大
正
十
五
年
春
三
月
本
社
拾
周
年
祝
賀

を
九
州
劇
場
に
て
、
且
又
参
千
号
祝
賀

を
川
丈
座
に
於
て
一
週
間
に
渉
る
九
州

浄
瑠
璃
大
会
を
催
し
た
」と
も
書
か
れ
て

い
る
の
で
、

　
創
刊
が
大
正
５（
１
９
１
６
）年
、
15

周
年
は
昭
和
６（
１
９
３
１
）年
に
な
り

ま
す
。
15
周
年
事
業
と
し
て
編
纂
を
始

め
、
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
に
刊
行
に

こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
意
味
に
受
け
取
っ

て
い
ま
す
。
福
岡
朝
日
新
聞
は
糟
屋
郡

の
ロ
ー
カ
ル
紙（
地
域
紙
）の
よ
う
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
現
物
に
出
会
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　『
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
』の
口
絵
に
内
橋

村
庄
屋
和
作
、
同
和
七
を
表
彰
す
る
く

ず
し
字
の
文
書
を
掲
げ
て
い
て
、
藤
和

一
郎
は
そ
の
子
孫
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
す
。

　「
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
序
」（
福
岡
市
浪
人

町
、
安
河
内
孝
介
）に
よ
る
と
、
藤
和
一

郎
は「
大
川
村
大
字
内
橋
の
産
」で
、「
弱

冠
小
学
校
教
育
に
従
事
せ
ら
れ
」と
あ
り
、

小
学
校
教
師
を
経
て
新
聞
を
創
刊
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
藤
卯
一
郎
の
履
歴
が
こ
の
本
か
ら
判

明
し
ま
す
。

　
１
８
８
３（
明
治
16
）年
９
月
生
。
現

住
所
は
糟
屋
郡
勢
門
村
大
字
田
仲（
現・

篠
栗
町
）。

１
９
０
５（
明
治
38
）年
３
月
28
日

　
福
岡
師
範
学
校（
現・福
岡
教
育
大
学
）

卒
業
。小
学
校
本
科
正
教
員
免
許
状
受
領
。

　
＊
満
21
歳

同
年
４
月
～
１
９
０
７（
明
治
40
）年
３
月

　
宇
美
尋
常
小
学
校
訓
導
拝
命
。

１
９
０
７（
明
治
40
）年
４
月
～

１
９
０
８（
明
治
41
）年
３
月

　
大
川
高
等
小
学
校
訓
導
拝
命
。

１
９
０
８（
明
治
41
）年
４
月
～

１
９
０
９（
明
治
42
）年
３
月

　
勢
門
尋
常
小
学
校
訓
導
拝
命
。

１
９
０
９（
明
治
42
）年
４
月
～
同
年
10
月

　
篠
栗
尋
常
小
学
校
訓
導
拝
命
。

１
９
１
３（
大
正
２
）年
２
月

　
須
恵
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
拝
命
。

同
年
３
月
　
篠
栗
尋
常
高
等
小
学
校
へ

転
任
。

１
９
１
９（
大
正
８
）年
12
月

　
勢
門
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
兼
校
長

拝
命
。　
＊
満
36
歳

１
９
２
１（
大
正
10
）年
３
月

　
篠
栗
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
兼
校
長

拝
命
。　
＊
満
37
歳

１
９
２
７（
昭
和
２
）年
10
月

　
香
椎
尋
常
高
等
小
学
校
校
長
に
転
任
。

１
９
２
８（
昭
和
３
）年
３
月

　
久
原
尋
常
高
等
小
学
校
校
長
拝
命
。

１
９
３
３（
昭
和
８
）年
３
月
依
願
退
職
。

　
＊
満
49
歳

　
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の

就
学
期
間
は
変
遷
が
あ
り
ま
す
が
、

１
９
０
７（
明
治
40
）年
か
ら
は
尋
常
小

学
校
６
年
が
義
務
教
育
と
な
り
、
高
等

小
学
校
は
２
学
年
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
高
等
小
学
校
は
現
在
の
中
学
１・

２
年
に
相
当
し
ま
す
。

　
藤
卯
一
郎
は
篠
栗
尋
常
高
等
小
学
校

に
校
長
と
し
て
１
９
２
１
年
か
ら
２
７

年
ま
で
、
６
年
７
か
月
在
籍
。『
学
校
経

営
の
実
際
』（
１
９
２
５
年
）は
そ
の
在
任

期
間
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

『学校経営の実際』
（『国会図書館デジタルコレクショ
ン』より）
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